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１．研究目的 
本研究の目的は、大気大循環におけるプラネタリー波からメソ擾乱や積雲スケールに

至るまでのスケール相互作用の実態を、3 次元ノーマルモードエネルギー論に基づいて

解析することである。本研究では、この 3 次元ノーマルモードエネルギー解析をさら

に高波数に延長し、全球雲解像モデル NICAM のデータに適用することで、東西波数

０の偏西風やプラネタリー波から、境界層の積雲スケールまでのエネルギー相互作用

の特徴を明らかにすることを昨年度に引き続き目的とする。 
２．研究成果の内容 

今年度は、博士後期大学院生の相澤拓郎さんが、北極低気圧の数値実験と再解析デー

タとの比較解析を行った研究で博士号を取得することができた。地球温暖化に伴う北

極海の海氷の融解は、北極低気圧の影響を強く受けている。NICAM による北極低気圧

の数値シミュレーションと JRA-55 再解析とを比較し、北極低気圧研究の集大成を完成

することができた。 
３．学際共同利用として実施した意義 

学際共同利用と関係する gfarm のデータを主に用いて研究を行った。これまでに、学

際共同利用として 7km 格子の NICAM 数値実験の結果を解析し、論文として公開した

ので、今年度はこれらのモデル計算の結果をまとめる研究を行った。そのため、COMA
の利用頻度は少なくなってしまった。 

４．今後の展望 
NICAM による 7km 格子の数値実験は一段落し、北極低気圧の解析結果は学位論文と

して提出された。今後は、OFP の稼働に対応して、NICAM の低解像モデルに戻って、

4 次元同化に関係する研究を大学院に入学する予定の栗花さんを中心に推進する予定

である。 
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(2) その他  右図は北極低気圧の構造

の鉛直断面の模式図である。成層圏に暖気核、対流圏に寒気核があり、対流圏で

上昇流がある。(Aizawa and Tanaka  2016) 
 

使用計算機 使用計算機に○ 配分リソース※ 

HA-PACS ○ 368 
HA-PACS/TCA   

COMA ○ 1740 
※配分リソースについては 32node 換算時間をご記入ください。 

 


